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1.は じめに

　我が国では少子 ・高齢化などによる家族の変動が著 し

く、家族の多様化による問題や援助が注 目されてきてい

る。育児不安や児童虐待など子 どもを巻 き込 んだ家族の

事件が増加する中で、看護 においても家族援助の必要性

が求め られている。 しか し、今までの看護 における家族

援助 は、子 どもに視点がむけ られ、子 どもを取 り巻 く家

族その ものへの援助 はあまり考慮 されてこなかった経緯

がある。1990年 代にはい り家族看護学が看護の一領域 と

して確立 され、家族援助が より重要視 されてきている今、

家族全体 をシステム としてとらえて看護介入することが

必要 とされている。特に幼い子 どもを育てている養育期

は、家族のライフサイクルか らみると、父親 ・母親役割

を達成 して家族の きずなを深める大事 な時期である。そ

こで、養育期 にある家族の家族機能の特徴を、青森県の

家族 を対象に した研究 を中心 に考えていきたい。

2.研 究の概略

　平成13～14年 に、A市 の保育園お よび健診センターに

来所 した6歳 以下の乳幼児をもつ家族 を対象に、家族力

学尺度 を用いた質問調査を依頼 し、回答後郵送 してもら

う方法をとった。研究協力を得 られた454家 族について、

共分散構造分析 を用いて家族機能モデルを作成 した。

3.家 族機能モデルの検討

　研究の結果か ら、幼い子 どもを育てている家族の家族

機能は、『家族間のコミュニケーション』や 『家事』、『家

族内ルール』の3つ の概念 と、個人 としての 「アイデン

ティテ ィ」や 「プライバシー」、「協調性」、そ して 「家

族の絆」、「問題解決の方法」が影響を及ぼ していること

が明 らかになった。家族機能 としてのコミュニケーショ

ンは、すべてのコミュニケーションが関係性 を規定 して

いる(Watzlawick.1967)と いわれるほどその重要性につ

いては以前から述べ られている。研究 においても、子 ど

もを育てている家族の場合、家族メンバー同士で話すと

い うコミュニケーションが家族機能の中心的な役割 を占

めていることがわかった。 また、養育期にある家族機能

の特徴 と して家事の影響が大 きい ことが明らかになっ

た。家事は特 に母親である女性 において負担が大 きく、

父親が手伝 うようになったとはいえその時間や割合は少

な く、母親が行 う家事の役割分担やサポー トのあ り方に

ついては、今後 とも考慮すべ き課題 といえよう。さらに、

家族機瀧 として、個人の 「アイデンティティ」つまり、

個別性の部分 も家族機能の中では重要な部分を占めてい

ることが明確になった。個別性は、家族 という集団の中

では個人的価値や自己表現が求められる傾向を示 し、現

代の家族の集団性が揺 らいでいる一要因ともされている

(森岡.2000)。 我が国の文化 の特徴 として、個 人主義

を強 く主張 しないことがいわれてきたが、個人の要素が

家族機能に及ぼす影響の大 きさを考えると、これか らの

家族は、家族 という集団の中で個を大事 にすることが、

家族機能を高めることにつながることが示唆 されたと思

われる。社会の変化 にともない、家族機能 も変化 してき

ている。家族のライフサイクルを考えると、新 しい家族

メンバーである子 どもを受容 して発達課題 を達成す るた

めには、私たち専門職者のサポー トがより必要 とされて

きているのではないだろうか。
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